
一
九
七
0
年
代
は
、
多
く
の
開
発
栗
困
に
と

つ
て
、
イ
ン
フ
レ
と
累
砧
偵
務
と
に
悩
ま
さ
れ
光

十
年
冏
で
あ
っ
六
。
-
 
t
二
U
則
同
の
一
次
弊
則
の

一
ノ

生
一
懸
・
輸
出
に
政
胴
収
入
や
外
告
ω
託
要
那
分
を

依
存
す
る
モ
ノ
カ
ル
チ
一
経
済
に
は
、
需
危
機

と
そ
の
後
の
世
界
絲
済
の
停
迷
が
財
政
や
貿
易
の

赤
字
幅
を
深
刻
に
す
る
ω
に
十
分
強
力
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
例
外
も
あ
っ
た
。
ク

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
そ
の
少
数

グ
ル
ー
フ
0
 
貝
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
輸
出
の
七
削
、
政
府
収
入
の

五
割
を
一
品
Π
に
依
仔
す
る
と
い
う
典
諸
な
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
経
済
で
あ
る
が
、
そ
の
一
次
鬻
が

石
油
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
.
一
度
に
わ

九
る
原
油
価
格
の
急
騰
は
外
貨
を
豐
か
に
し
政
府

収
入
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ
せ
六
。
財
源
が
豐
か
に

な
る
に
つ
れ
て
開
発
五
力
年
計
師
の
月
標
繍
く

な
り
、
政
府
上
導
)
性
格
が
濃
く
な
っ
て

た
。
一
九
七
0
郁
代
の
年
平
均
成
条
八
0
。
は
こ

の
よ
う
な
票
の
中
で
達
成
さ
れ
九
。

編
そ
う
に
見
え
る
こ
の
国
の
問
駕
は
、
国

際
競
,
力
を
持
ち
う
る
よ
う
な
製
造
業
の
成
長
か

現
段
階
で
さ
え
期
得
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る

岐
嬌
や
印
僑
に
絲
消
を
小
耳
ら
れ
て
い
た
と
い

う
点
で
は
.
九
バ
九
仟
頃
の
マ
レ
ー
シ
ア
は
ビ
ル

マ
と
よ
く
似
て
い
た
。
し
か
し
、
採
用
さ
れ
た
・
川

得
再
分
配
政
策
に
大
き
な
相
張
あ
っ
六
。
ビ
ル

マ
政
府
は
国
有
化
政
策
に
ょ
っ
て
中
田
人
や
イ
ン

ド
人
を
国
外
に
迫
い
出
し
て
、
ハ
イ
を
ビ
ル
マ
人

、ノ

だ
け
で
分
虻
し
よ
う
と
し
六
。
と
こ
ろ
が
、
絲
済

が
麻
痩
し
て
。
ハ
イ
そ
の
も
の
が
納
小
し
て
し
ま

ビ
ル
マ
人
の
小
涌
は
返
っ
て
長
期
に
わ
た
り

)
、

し,
同
上
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
九
。
こ
れ
に
対
し
て

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
怒
済
成
長
の
加
速
化
を
上
目

標
に
置
き
、
年
々
の
増
加
分
を
ブ
ミ
?
ラ
ヤ
人
)

に
優
先
的
に
、
配
分
す
る
と
い
う
フ
ミ
ノ
ト
ラ
政
劣

油
の
生
産
・
輸
出
は
国
内
経
済
と
の
連
結
が
帰

澗
渇
し
て
し
ま
え
ば
元
の
状
態
に
戻
っ
て
し

)
0

しま
う
。
石
油
が
無
く
な
っ
て
も
角
い
成
長
*
を
維

^
^
き
る
よ
う
な
^
^
^
さ
^
九
^
^
^
」
^
り
出

す
こ
と
が
究
極
の
目
標
で
あ
る
が
、
<
、
の
と
こ

ろ
、
.
橘
価
桃
の
上

昇
傾
向
が
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
経
済
の
性
格
を

益
々
強
固
な
も
の
に

し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
一
九
八
0
年
代

に
な
っ
て
.
七
油
の
供

給
が
過
剰
に
な
り
始

め
、
八
三
年
に
パ
ー

レ
ル
当
り
五
ド
ル
の

切
下
げ
化
追
い
込
ま

れ
る
と
、
上
昇
衞

提
と
し
て
建
て
ら
れ

て
い
た
開
発
五
力
年
計
画
は
、
外
貨
事
情
の
逼
迫

と
財
政
赤
字
を
も
た
ら
す
こ
と
な
し
に
は
、
遂
行

が
不
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
為
替
レ
ー
ト
切
下

げ
、
税
制
改
革
、
金
利
自
由
化
等
一
連
の
政
策
は
、

一
九
八
0
年
代
に
な
っ
て
開
発
戦
略
を
変
更
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
政
府
当
加
ω
辨
境
を
物

語
っ
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
も
ま
九
一
.
座
油
国
で
は
あ
る
か
、
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
X
札
済
で
は
な
い
。
苓
油
の
比
甲
は
怜

出
総
顎
0
 
.
'
判
刷
、
政
・
附
収
人
の
一
割
に
智
ま
っ

て
い
る
。
も
十
ろ
ん
、
.
爲
価
桜
器
騰
は
礪
力

水
道
、
運
輸
・
通
倫
傍
イ
ン
フ
ラ
備
を
叫

能
に
し
、
そ
れ
が
年
平
均
八
%
と
い
う
品
成
長
率

を
達
成
さ
せ
た
モ
な
饗
鴎
で
あ
る
こ
し
に
は
違
い

ー
ー
」
止
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー

な
い
。

^^舶■一ー.●■..^如.ー^■,^朝■、^■υ^1"^■智.^■1'.^"●^t"^■υ^■"^IN^"^

Ij・f

い

つ

「手厶の研究」

私の研究

タイ・マレーシア・インドネシア

高木保興

.^IU^



を
採
用
し
た
結
果
、
所
得
再
分
配
と
い
う
目
標
は

一
気
に
達
成
で
き
な
い
も
の
の
、
経
済
成
長
が
茗

し
く
、
一
九
八
.
二
年
に
は
一
人
当
り
所
得
一
九
八

五
U
S
ド
ル
に
ま
遜
し
た
。

こ
の
国
の
特
徴
は
輸
出
入
の
対
国
内
総
生
産
比

が
そ
れ
ぞ
れ
五
0
0
。
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

だ
け
世
界
経
済
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
、

世
界
経
済
の
変
化
が
国
内
経
済
に
与
え
る
影
粋
は

大
き
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
一
九
八
0
年
代
に

な
っ
て
の
原
油
価
格
の
W
下
げ
と
他
の
一
次
産
品

や
工
業
製
品
銘
出
の
伸
び
悩
み
は
、
国
内
経
済

を
好
況
か
ら
不
況
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
政
府
は
世

界
経
済
の
停
迷
を
短
期
と
予
想
し
て
景
気
拡
張
政

策
を
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
謬
反
し
て
世

界
景
気
は
姦
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
こ
の
政
策
を
継

続
す
れ
ぱ
貿
豺
収
支
の
赤
t
財
政
赤
字
は
益
々

深
刻
化
す
る
と
判
断
し
、
引
締
政
策
に
転
じ
た
。

開
発
戦
略
の
転
換
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
わ
け
で
あ

発
を
す
る
に
は
財
源
不
足
で
あ
る
。
ま
九
、
過
去

に
一
度
も
植
民
地
に
さ
れ
九
経
験
が
な
い
の
で
上

室
の
髭
力
は
強
く
、
独
裁
者
が
出
現
す
る
余
地

は
き
わ
め
て
小
さ
い
。
経
済
発
展
の
過
程
で
政
府

の
果
た
す
役
割
は
、
望
ま
し
い
方
向
に
民
間
の
企

業
活
動
を
向
け
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
を
与

え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
ク
ィ
の
〔
業
化
を

緩
や
か
な
も
の
に
し
て
い
る
モ
な
要
因
で
あ
ろ

、
つ
0

非
瓢
国
タ
イ
が
年
平
均
七
0
。
と
い
う
成
.
長
*

本
上
九
し
0
年
に
述
成
で
き
た
の
は
ど
ぅ
し
て
で

あ
ろ
う
か
。
主
叟
輸
出
品
以
で
あ
る
米
や
ゴ
ム
と

い

つ
六
一
次
産
品
の
価
格
が
、
第
一
次
石
油
危
機

頃
に
桑
昇
し
た
こ
と
が
外
貨
不
足
を
甜
な
も

の
に
し
な
力
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九
L
＼
.
小

の
鋤
.
一
次
石
油
危
機
の
時
に
は
、
新
六
な
一
汰
肺

品
フ
ー
ム
カ
起
こ
ら
な
力
っ
た
力
ら
貿
Π
勿
収
支
ω

打
子
は
人
幅
に
拡
大
し
た
。
愉
出
の
'
:
一
.
削
を
ト
ー

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
工
業
製
品
も
世
界
'
憾

の
仔
挙
反
映
し
て
徐
々
じ
仙
び
脳
み
、

C
年
代
に
な
っ
て
石
油
危
機
の
彬
刈
は
タ
イ
に
L
L

つ
て
深
刻
な
も
の
に
な
っ
た
。

シ
ャ
ム
湾
で
見
つ
か
っ
九
天
然
ガ
ス
を
利
用
し

タ
イ
は
米
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
ゴ
ム
、
砂
耕
小
」
一

代
表
さ
れ
る
農
業
国
家
で
あ
る
。
十
分
な
税
収
や

外
貨
を
確
保
で
き
る
産
業
や
地
下
資
源
が
と
れ
と

言
っ
て
存
在
し
な
い
か
ら
、
政
府
主
導
の
経
済
開

て
電
化
学
工
業
化
を
図
ろ
う
と
す
る
東
部
腕
測
工

備
発
計
廊
は
打
油
危
機
卜
の
タ
イ
に
と
っ
て
は

願
っ
て
も
な
い
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ

九
。
と
こ
ろ
が
、
財
源
に
余
裕
が
な
い
か
ら
外
N

か
ら
の
借
入
や
国
債
の
発
行
に
ょ
っ
て
イ
ン
フ
ラ

を
襲
備
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
。
民
闇
企
業
を

誘
致
す
る
た
地
.
、
国
内
で
は
民
間
資
企
を
吸
収

し
、
外
国
に
対
し
て
は
債
務
を
累
稙
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
と
い
う
Ⅱ
占
し
い
杁
況
に
立
た
さ
れ
る
こ

L
L
に
な
っ
六
為
朴
レ
ー
ト
W
ド
げ
、
税
制
改
革

筥
懲
凋
柴
が
開
発
汁
向
の
モ
U
標
に
没
定
さ

れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
艇
恬
に
ょ
る
。

世
界
経
済
の
停
迷
L
L
い
う
新
た
な
状
況
F
で
の

成
.
R
 
・
発
展
の
た
め
の
戦
略
を
桟
・
条
し
て
い
る
ω

力
現
状
で
あ
ろ
、
つ
。
政
府
1
、
専
の
わ
き
ー
.
ル
ま
り
か

ら
民
譜
企
業
活
動
ω
下
川
兆
化
を
H
ざ
し
て
い
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ブ
ミ
フ
ト
ラ
政
粂
0
弔
彬
剛
.
か
小

峠
め
N
<
十
4
延
L
 
絲
游
成
長
と
い
う
H
裸
の
.
山
L
●

力
剛
鮴
に
な
っ
て
・
き
六
マ
レ
ー
シ
ア
、
政
脊
主
轡

・
小
イ
Ⅱ
能
な
こ
と
を
仲
り
東
'
U
縢
油
干
美
開
発
"

両
ω
尖
施
を
迦
ら
せ
て
い
る
ん
イ
、
い
づ
れ
ω
網

も
一
九
八
0
郁
代
の
成
長
は
低
く
な
る
て
あ
ろ

一
つ
0

(
大
半
絖
廼
上
部
教
授
)
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デ
ィ
(
↓
ず
0
ヨ
器
エ
ミ
了

ハ

ト
マ
ス

.

易
含
・
】
器
)
は
、
幅
広
い
涜
者
履
を
將
つ
小
沈

家
、
あ
る
が
、
火
0
と
こ
ろ
、
彼
の
念
願
で
あ
っ

た
瓢
作
は
、
叙
零
詩
劇
『
覇
王
た
ち
』
(
↓
ミ

、
兇
ミ
身
、
山
辻
§
、
ヘ
・
辻
§
ミ
、
一
中
O
W
,
,
-
L
§
、

一
悼
易
)
で
あ
っ
六
。

『
覇
王
た
ち
』
は
、
実
際
、
ハ
ー
テ
ィ
文
学
の

集
大
成
で
あ
り
、
彼
の
他
の
文
詣
業
勢
陵
駕

す
る
一
大
n
篇
一
、
.
あ
る
。
作
品
は
、
ロ
シ
ア
と
令

欧
土
に
展
開
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
塾
 
L
い
う
十
年

閻
の
史
突
を
、
相
様
力
の
繊
界
で
あ
る
文
学
に
融

△
,
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
に
見
ら
れ
る
芸
術

的
技
巧
と
成
熱
し
た
爪
葱
構
諾
規
模
の
巨
大

さ
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
ω
『
戦
乍
と
平
和
』
に
匹
敵

す
る
と
:
園
わ
れ
る
。
こ
の
大
作
ω
創
作
に
際
し
、

ハ
ー
デ
ィ
は
、
衡
充
成
ま
で
に
数
十
年
の
温
存

期
間
を
費
や
し
、
彼
が
史
実
の
入
手
と
選
択
整
理

に
払
っ
た
多
大
な
労
力
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が

あ
っ
た
。

作
品
に
扱
わ
れ
て
い
る
十
卸
問
は
、
大
ま
か
に

苫
え
ぱ
、
一
八
0
五
年
五
月
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
イ

タ
リ
ア
王
に
即
位
す
る
時
期
か
ら
、
詞
年
十
月
の

英
軍
と
仏
軍
の
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
岬
沖
の
一
火
海

は
、
犬
空
か
ら
、
う
ご
め
く
人
脚
劇
を
処
貝
す

る
。
苓
.
D
は
乍
者
の
川
心
想
と
感
詰
の
仏
辻
予
段

で
あ
り
、
被
ら
は
、
:
"
小
ば
、
ハ
ー
テ
ィ
の
「
多

向
的
な
易
神
^
^
し
の
H
補
^
化
で
あ
る
。
^
に
、

戚
H
ω
殆
と
喪
れ
み
ω
励
の
二
つ
ω
粘
は
、

ハ

デ
ィ
ω
小
に
嗣
゛
Π
す
る
艸
性
と
感
矧
を
別
々
に
人

^
化
し
九
も
の
て
易
1
の
叩
の
1
村
と
な
っ
て

い
る淑

"
山
精
は
、
嫌
崩
に
は
決
定
舖
者
で
あ

り
、
常
に
沈
肴
冷
厳
な
哲
人
で
、
地
上
喜
闘
す

る
人
絢
の
姿
に
も
一
片
の
同
惜
心
す
ら
か
け
な

彼
に
は
、
焼
X
と
藻
ψ
、
に
む
か
二
L
、

〕
0

(を
支
配
す
る
「
内
右
慈
'
」
を
透
視
し
て
見
せ
る

橘
能
か
り
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
在
高
念
の
透

視
岫
的
ヂ
法
は
、
禦
k
力
あ
る
只
体
的
な
描
写
法

と
し
て
興
味
深
い
。
内
恋
喜
、
人
鬪
界
を
媒

縦
す
る
引
綱
の
よ
う
な
働
き
を
し
、
そ
の
解
休
図

が
、
 
X
光
線
的
研
化
に
ょ
っ
て
、
よ
り
鮮
明
に

謹
さ
れ
る
。
廃
史
は
人
問
が
作
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
内
在
意
志
が
司
る
宇
宙
機
構
の
一
っ
に
^

す
ぎ
丈
人
間
の
行
為
は
す
べ
て
自
動
人
形
化
さ

れ
て
ぃ
る
と
い
う
思
想
が
、
六
回
に
わ
た
る
内
在
一

奉
心
の
透
視
画
に
ょ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

『
覇
王
九
ち
』
は
、

古
語
や
甕
艸
や
幕
川

、
、

の
羅
列
に
ょ
る
ぎ
一
L

、

、
、

ち
な
さ
と
い
う
親
叩

上
の
欠
点
を
指
摘
さ

れ
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
補
二
(
余
り
あ
る

い
く
つ
か
の
釜
点
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
一

に
、
火
上
界
の
梨
発
ち
(
型
都
旦
0
ヨ
一
ヨ
ゆ
主
'

伽
含
§
)
の
創
造
が
挙
げ
ら
れ
る
。
梨
血
に
は
、

歳
刈
の
精
、
」
狭
れ
み
の
精
、
皮
肉
の
精
、
不
古
の

風
"
箱
、
・
嚇
の
精
な
ど
が
あ
り
、
彼
ら

、

M 譜
端
を
発
し
て
、
一
八
0
八
年
か
ら
始
ま
る
ぺ

ニ
ン
シ
ユ
ラ
半
鳥
繋
伐
、

一
示
六
月
の
仏

八

Ⅷ
ω
ロ
シ
ア
発
嘉
過
し
て
、

一
五
年
の

八

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
諸
椴
に
ょ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
敗
退
ま

で
で
あ
る
。
ハ
ー
デ
ィ
は
、
こ
う
し
た
多
彩
な
戦

、ノ

伯
央
火
を
ど
の
よ
う

な
技
法
と
什
立
て
に

よ
っ
て
、
占
気
と
迫

^
に
^
ち
た
^
^
^

品
に
榊
築
し
九
の

^^^.^帥^幽^'^^'1

f
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さ
て
、
冷
徹
に
透
視
画
を
提
供
す
る
歳
月
の
易

に
反
し
て
、
虫
け
ら
の
よ
う
に
死
に
絶
え
て
い
く

人
間
に
、
常
々
、
同
情
の
叫
び
を
寄
せ
、
歳
月
の

精
の
意
見
に
異
を
立
て
る
の
は
、
哀
れ
み
の
精
で

あ
る
。
歳
月
の
精
と
哀
れ
み
の
精
の
相
反
す
る
二

者
の
対
立
桔
抗
は
、
劇
的
緊
張
感
の
拠
り
所
と
な

つ
て
い
る
。
本
来
、
精
霊
は
、
主
と
し
て
、
形
而

上
界
を
表
現
す
る
た
め
と
か
、
作
者
の
感
慨
を
表

明
す
る
た
め
に
創
案
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
た

び
重
な
る
粘
霊
間
の
相
克
は
、
登
場
人
物
間
の
心

理
的
鳴
藤
に
似
て
い
て
、
劇
的
効
果
を
大
い
に
高

め
て
い
る
。

二
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
ト
耆
の

独
創
性
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ト
書
の
中
で
試
み

ら
れ
て
い
る
高
空
か
ら
の
鳥
瞰
凶
は
、
目
の
覚
め

る
よ
う
な
映
像
を
読
者
に
提
供
し
、
ト
書
の
持
っ

帯
的
迫
力
を
見
せ
つ
け
る
。
犬
上
で
の
精
霊
た

ち
の
哲
学
的
需
の
の
ち
に
、
巻
頭
早
々
に
饗

現
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
。
八
<
ヒ
上
の
鳥
瞰
凶
に
、
統
者
は

号
呑
む
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
作
品
の
後
半
郭

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ロ
シ
ア
退
却
の
。
ハ
ノ
ラ

マ
的
描
写
は
、
作
品
中
、
最
も
印
象
に
残
る
場
面

の
一
つ
で
あ
る
。
ト
書
の
鳥
瞰
的
視
点
は
、
議

の
中
を
退
却
し
て
い
く
フ
ラ
ン
ス
兵
士
た
ち
の
姿

を
卑
小
な
「
芋
虫
」
と
し
て
捕
え
、
さ
ら
に
、
舌

に
埋
も
れ
て
死
ん
で
い
く
彼
ら
を
無
生
物
の
「
白

い
吹
き
出
物
」
と
し
て
描
写
す
る
。
退
却
軍
の
天

空
描
写
に
駆
使
さ
れ
た
二
っ
の
比
喩
は
、
空
問
的

映
像
処
理
が
あ
っ
て
こ
そ
創
ら
れ
る
表
現
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
比
喩
に
潜
む
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
ぺ
ー

ソ
ス
は
、
戦
争
に
対
す
る
ハ
ー
デ
ィ
の
所
感
を
端

的
に
物
語
っ
て
い
る
。

『
弱
王
た
ち
』
は
、
副
題
、
轄
急
N
.
ヘ
・
辻
ヲ
令
§

が
示
す
よ
う
K
、
英
雄
た
ち
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
を

テ
ー
マ
に
し
た
巨
大
な
叙
事
儲
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
ト
書
の
描
写
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
豪
華
な
戦
争
絵
巻
物
の
核
心
に
は
、
深
々
と

し
た
悲
.
旻
と
哀
愁
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
ト
書
に
限
ら
ず
、
先
に
述
べ
た
夫
上
界
の
粘

崟
の
起
用
κ
よ
っ
て
、
精
'
の
専
用
の
コ
ー
ラ
ス

が
歌
う
数
々
の
歌
に
も
、
叙
徳
叫
び
し
が
剛

か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
英
雄
叙
事
儲
は
、

と
し
て
、
ト
書
希
響
唱
の
巧
み
な
使
用
に
よ

つ
て
、
 
R
い
叙
恬
他
変
貌
し
、
作
品
の
持
つ
小
:
ム

術
性
を
倍
増
さ
せ
て
い
る

さ
て
、
こ
う
し
た
鳥
瞰
図
の
他
に
、
ト
書
に
見

ら
れ
る
入
念
な
細
部
描
写
も
見
逃
せ
な
い
。
火
薬

や
ろ
う
そ
く
や
薬
品
の
臭
い
が
混
じ
っ
た
艦
内
収

容
室
の
場
面
、
悪
臭
漂
う
沼
地
の
三
角
洲
の
地
獄

図
、
極
寒
の
中
で
凍
傷
に
苦
し
み
、
死
ん
だ
馬
の

肉
を
食
べ
な
が
ら
生
命
を
つ
な
い
で
い
る
フ
ラ
ン

ス
敗
貧
た
ち
、
敗
野
の
ち
、
深
夜
の
森
を
さ

ま
よ
う
.
望
の
ナ
ホ
レ
オ
ン
の
孤
独
会
1
こ
う

し
た
印
象
深
い
場
面
に
お
い
て
、
ト
譜
の
果
た
す

役
割
は
実
忙
大
き
い
。
そ
こ
で
は
、
ト
書
は
、
単

に
殺
伐
と
し
た
戦
場
の
写
実
を
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、
詩
的
想
像
力
と
深
い
含
蓄
を
加
味
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
儲
鯛
高
い
文
誇
創
造
を
成
炊
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
略
述
し
て
き
九
覇
モ
九
ち
』
の
帯

的
な
特
徴
の
他
じ
、
形
此
上
学
的
な
問
越
、
史
火

的
点
小
、
愛
国
精
神
の
光
揚
、
郷
上
色
な
ど
も
作

品
を
卜
X
え
る
電
蟇
な
票
控
C
あ
、
、
様
々
な
視
点

か
ら
こ
の
作
"
Ⅲ
を
能
f
す
る
こ
と
が
河
能
で
あ

る
。
『
瑚
王
六
ン
'
は
、
つ
腕
み
物
L
 
し
て

も
、
研
究
対
象
と
し
て
も
、
楽
し
み
と
興
味
は
尽

き
な
い
詐
Y
と
'
え
よ
う
。

(
女
子
火
学
英
文
学
科
研
究
助
手
)

時
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私
が
同
志
社
香
里
中
学
高
校
に
就
職
し
ま
し
た

の
は
昭
和
三
十
三
年
で
し
た
。
停
年
ま
で
四
十

年
、
停
年
は
迄
か
彼
方
と
思
っ
て
ぃ
ま
し
た
の

に
、
前
半
の
二
十
年
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
て
終

い
ま
し
九
。
そ
の
頃
、
私
は
「
何
か
一
つ
自
分
の

力
で
為
し
得
る
こ
と
を
母
校
に
残
し
た
い
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、
先
輩
の
先

生
方
が
「
こ
の
学
校
設
立
の
詳
し
い
事
情
が
判
ら

な
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
る
の
を
聞
き
、
学
校
の

歴
史
を
調
査
し
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
日

本
史
担
当
の
教
員
で
あ
る
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
九
。

そ
こ
で
、
同
志
社
合
併
以
前
の
歴
史
に
つ
い
て

今
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
を
い
く
つ
か
読
ん
で
み

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
資
料
に
基
づ
い
て
記
述
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
第
二
山
水
中
学
校
報
国
団

が
昭
和
十
七
年
に
発
行
し
た
「
山
水
」
創
刊
号
に

収
録
さ
れ
て
い
る
常
岡
健
二
氏
著
「
生
ま
れ
て
三

年
児
」
を
書
き
改
め
九
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
り

ま
し
九
。

折
り
か
ら
同
志
社
創
立
百
年
の
諸
事
業
が
進
行

し
て
い
ま
し
た
。
建
築
は
各
位
の
ど
尽
力
で
雲

館
と
い
う
護
な
チ
ャ
ペ
ル
が
竣
工
し
ま
し
た

が
、
同
志
社
百
年
史
の
方
は
、
知
ら
な
か
っ
九
こ

と
と
は
い
え
、
香
里
部
分
の
原
稿
は
つ
い
に
香
里

か
ら
は
提
出
さ
れ
ず
社
史
史
料
編
集
所
の
河
野
仁

昭
先
生
に
大
き
い
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
香
里
に
お
け
る
校
史
研
究
の
立
ち
遅
れ
が
痛

感
さ
れ
ま
し
九
。

当
時
の
校
長
教
頭

の
賛
同
や
教
員
会
議

の
了
承
を
得
て
、
私

は
校
史
研
究
に
着
手

し
ま
し
た
。
昭
和
五

十
四
年
春
、
本
校
の

古
い
資
料
が
保
管
さ

れ
て
い
る
と
い
う
体

喜

育
館
の
地
下
倉
庫
を

開
け
て
み
ま
し
九
。

幸
い
に
も
合
併
以
前

の
資
料
は
年
度
別
に

仕
分
け
さ
れ
て
り
ン
ゴ
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
湿
気
で
文
字
は
渉
み
、
そ
れ
に
竣
が
付
着

し
て
ド
ロ
ド
ロ
の
状
態
で
し
た
。
だ
れ
が
し
た
の

か
昭
和
十
七
年
度
分
の
箱
に
は
最
近
の
領
収
証
が

投
げ
込
ま
れ
、
な
か
の
資
料
は
床
上
に
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。
直
ち
に
尚
志
館
三
階
の
小
部
屋
に
ス

チ
ー
ル
製
書
庫
を
四
つ
設
置
し
、
資
料
を
年
度
別

に
再
整
理
し
格
納
し
ま
し
た
。
一
力
月
ほ
ど
で
乾

燥
し
ま
し
た
の
で
、
竣
を
払
う
と
、
使
え
る
状
態

に
な
り
ま
し
た
。

資
料
に
目
を
通
し
て
い
く
う
ち
に
、
昭
和
六
、

七
年
頃
同
志
社
高
商
の
配
属
将
校
で
あ
っ
た
大
阪

偕
行
社
理
事
長
遠
藤
春
山
少
将
が
偕
行
社
中
学
建

設
委
員
長
に
な
ら
れ
、
偕
行
社
理
事
常
岡
健
二
中

佐
が
実
務
を
担
当
さ
れ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
九
。

私
は
学
校
設
立
の
事
情
を
、
本
校
の
P
T
A
会
誌

「
香
里
の
丘
」
に
二
回
に
分
け
て
記
述
し
ま
し
九
。

資
料
の
点
検
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
の
膨
大
な
資

料
を
如
何
に
し
て
整
理
保
存
す
る
か
、
と
い
う
問

題
に
つ
き
当
た
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和
五
十
五

年
三
月
の
あ
る
日
、
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
に

河
野
先
生
を
訪
れ
、
百
年
史
の
件
で
豐
を
表
す

る
と
共
に
、
資
料
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
し
九
。
河
野
先
生
は
「
資
料
が
坐
な
い
九

め
に
も
カ
ラ
ー
フ
プ
イ
ル
を
使
用
す
る
の
が
よ
い

と
思
い
ま
す
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
編

俳
の
資
料
整
理
棚
の
重
部
分
を
み
ま
す
と
、

鄭
而
と
入
試
問
題
集
の
他
は
め
ぼ
し
い
も
の
が
な

「私の研究」1^.'1^^川^'",^゛"デ^."舮^1"^吋1舮・^1",^●1舮^"1^●1^^■Ⅱ^,U戸^"」^'"舮'^■"^

私の研究

同志社香里中学高校の歴史

多正明

^"1^



く
、
校
史
研
冗
の
立
ち
遅
れ
を
改
め
て
兆
感
し
ま

し
ナカ

ラ
ー
フ
プ
イ
ル
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
資
料
整
理
は
急
速
忙
進
み
ま
し
た
。
根
が
怠

惰
な
私
は
何
か
強
制
力
が
な
い
と
仕
事
を
し
な
い

習
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
三
回
発
行
さ
れ
る

「
香
里
の
丘
」
に
毎
号
一
年
分
ず
つ
校
史
を
記
述

す
る
こ
と
に
し
ま
し
九
。
停
年
ま
で
二
十
年
)
停

年
の
と
き
に
現
時
点
に
追
い
つ
き
、
校
史
記
述
は

終
了
す
る
こ
と
延
な
り
ま
す
。
ま
た
生
の
資
料

は
、
木
校
の
教
育
研
究
委
員
会
が
毎
年
一
回
発
行

し
て
い
る
「
教
育
研
究
誌
」
に
三
年
分
ず
つ
欝

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
0

昭
和
五
十
六
年
に
は
同
志
社
合
併
三
十
年
の
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
記
壽
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
、
私
が
編
集
を
担
当
し
ま
し
九
。
記
念
誌

に
学
校
創
立
以
来
四
十
年
閻
の
校
史
と
し
て
の
役

割
を
も
担
わ
せ
た
い
と
考
え
、
開
校
以
来
の
教
務

」
日
誌
と
会
擾
を
大
急
ぎ
で
目
を
通
し
、
年
表
を

作
成
し
ま
し
た
。
次
に
年
表
に
基
づ
い
て
、
各
年

度
一
人
又
は
二
人
に
当
時
の
思
い
出
を
記
述
し
て

も
ら
い
ま
し
九
。
原
稿
と
一
緒
に
年
表
を
送
り
ま

^
し
た
の
で
、
大
変
喜
ぱ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
定
年

退
職
さ
れ
た
先
止
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
座
談
会
を

開
き
ま
し
た
。
雲
柄
の
奥
谷
に
つ
い
て
先
輩
名
位

は
と
て
も
よ
く
廠
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

年
月
日
に
つ
い
て
は
記
憶
が
媛
味
に
な
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
年
表
が
大
変
役
に
立
ち
ま

し
た
。
こ
う
し
て
黒
曹
小
冊
子
な
が
ら
も
、

内
容
豊
か
な
も
の
に
な
り
、
資
料
集
と
し
て
の
役

目
も
充
分
果
た
せ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
三
月
で
校
史
記
述
は
十
七
回
を
迎

え
い
よ
い
よ
同
志
社
香
里
中
学
高
校
の
部
に
入
り

ま
す
。
こ
の
と
き
私
は
次
の
三
点
に
問
題
を
感
じ

て
い
ま
す
。

第
一
点
は
人
間
関
係
で
す
。
歴
史
は
人
閻
が
造

る
も
の
で
あ
る
以
上
、
詞
述
に
は
多
く
の
方
々
に

登
場
願
わ
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
の
名
誉
を

絶
対
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
く

積
り
で
す
。
各
位
の
経
歴
で
も
履
歴
書
を
み
れ
ぱ

一
目
瞭
然
な
の
で
す
が
、
必
要
事
項
を
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
て
答
え
て
も
ら
え
る
範
囲
で
思
し

て
い
ま
す
。
ま
た
現
職
の
方
は
最
小
限
に
留
め
て

い
ま
す
。

第
二
点
は
財
政
問
題
で
す
。
数
年
前
に
、
あ
る

会
鷲
席
上
、
数
年
分
の
本
校
の
財
政
表
が
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
汚
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
公
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
、
三
十
鴛
<
念
に
同

志
社
に
な
っ
て
か
ら
の
財
政
表
を
掲
城
し
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
露
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
香
里
学
園
資
料
と
共
に
体
育
館
地
下
倉

庫
に
あ
っ
た
会
計
帳
簿
類
は
私
の
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
に
保
管
さ
れ
て
し
ま
い
、
同
志
社
香
里
中

胃
校
の
校
史
記
述
か
ら
財
政
問
題
は
省
略
せ
ぎ

る
を
喧
付
ま
せ
ん
。

第
三
点
は
合
併
か
ら
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
の
資

料
の
絶
対
量
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
合
併
後

数
年
間
の
資
料
が
僅
少
で
す
。
新
し
い
本
館
に
は

資
料
室
が
設
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
香
里
に
関
す
る

プ
リ
ン
ト
な
ど
お
持
ち
の
方
は
お
届
け
下
さ
い
。

浅
学
で
す
の
で
、
資
料
の
見
落
し
や
詔
査
不
足

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
各
位
に
は
今
後
と
も
ど
教

示
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
同
志
社
社
史

史
料
編
集
所
を
中
心
に
各
校
の
資
料
室
が
連
繋
を

深
め
、
資
料
の
交
換
や
研
究
の
交
流
を
行
え
ば
、

よ
り
大
き
い
成
果
を
収
め
得
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
而
し
て
私
の
研
究
が
次
の
世
代
の
方
の
踏
台

に
な
れ
ぱ
幸
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
同
志
社
香
里
中
高
教
諭
)

゛,.^.削^"^吋^"デー.^町一.一■Ⅱ,ー^Mr^●"■一^E1戸^吐'■^明r.^●"r^■^^酔●一^"1^,柚




